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(57)【要約】
　自動車システムの分解ユニット（２）を積載するか、
又は再積載する方法が提案されており、自動車システム
は、分解ユニットと連通状態にある給油管（７）を備え
る。この方法は、アンモニア前駆体を分解するように適
用された少なくとも１つのタンパク質成分を含む少なく
とも１つのカプセル（３）が、給油管を通じて導入され
、次いで給油管を通じて分解ユニットに向かって案内さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車システムの分解ユニット（２）を積載する若しくは再積載する方法であって、
　前記分解ユニットはアンモニア前駆体を受け取るように構成されており、前記自動車シ
ステムは、
‐前記分解ユニットに連通する給油管（７）を備え、
　前記アンモニア前駆体を分解するように適用された少なくとも１つのタンパク質成分を
含む少なくとも１つのカプセル（３）が、前記給油管を通じて導入され、次いで前記給油
管を通じて前記分解ユニットに向かって案内される、方法。
【請求項２】
　前記自動車システムは、アンモニア前駆体の貯蔵のための容器（１）を備え、前記分解
ユニットは、少なくとも部分的に前記容器の内側に、及び／又は前記アンモニア前駆体を
含む前記容器の壁に、配置されていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記給油管は、前記容器の壁に、前記容器の外側の一方の部分（７１、７３）と、前記
容器の内側の他方の部分（７２、７４）と、によって取り付けられており、前記容器の内
側の前記燃料管の部分は、前記分解ユニットに接続されていることを特徴とする請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記容器の内側の前記給油管の部分は少なくとも１つの貫通孔（９）を備え、前記貫通
孔は、アンモニア前駆体が前記容器の中を流れるのを可能にするようにサイズを決められ
、前記カプセルのサイズは、前記貫通孔のサイズより大きいことを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　アンモニア前駆体は、導入された前記カプセルを前記分解ユニットの中に押し込むよう
に、前記給油管を通じて導入されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項６】
　前記カプセルは２つの半体シェルから成り、前記半体シェルは、組み立てられる２つの
別の部品として製造されることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、前記タンパク質成分がその上に不動化される基
板を保持／維持するように構成されたバッフル（３０２）を備えることを特徴とする請求
項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は少なくとも１つの開口部（３０３）を備え、該開
口部（３０３）を通じて前記アンモニア前駆体が前記タンパク質成分と接触するように流
れることができることを特徴とする請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、表面に形成された少なくとも１つの窪んだ凹部
（３０４）及び／又は少なくとも１つの突出部を備えることを特徴とする請求項６～８の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法を適用するための自動車システムであって、
‐アンモニア前駆体を分解するための分解ユニット（２）であって、前記分解ユニットは
、アンモニア前駆体を受け取るとともに、前記アンモニア前駆体を分解するように適用さ
れた少なくとも１つのタンパク質成分を含む少なくとも１つのカプセル（３）を受け取る
ように構成されている、分解ユニット（２）と、
‐前記分解ユニットと連通状態にある給油管（７）であって、前記給油管は、前記カプセ
ルを受け取り、前記分解ユニットに向かって案内するように構成されている、給油管（７
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）と、
を備える、自動車システム。
【請求項１１】
　アンモニア前駆体の貯蔵のための容器（１）を備え、前記分解ユニットが、前記容器の
少なくとも部分的に内側に配置されている、及び／又は前記アンモニア前駆体を含む前記
容器の壁に配置されていることを特徴とする請求項１０に記載の自動車システム。
【請求項１２】
　前記給油管は、一方の部分が前記容器の外側にあり、他方の部分が前記容器の内側にあ
る状態で前記容器の壁に取り付けられており、前記容器の内側の前記給油管の部分は前記
分解ユニットに接続されていることを特徴とする請求項１１に記載の自動車システム。
【請求項１３】
　前記容器の内側の前記給油管の部分は少なくとも１つの貫通孔を備え、前記貫通孔は、
前記アンモニア前駆体が前記容器の中を流れるのを可能にするようにサイズを決められ、
前記カプセルのサイズは前記貫通孔のサイズより大きいことを特徴とする請求項１２に記
載の自動車システム。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法における使用のためのカプセルであって、前
記カプセルは２つの半体シェルから成り、前記半体シェルは、組み立てられる２つの別の
部品として製造されるカプセル。
【請求項１５】
　前記シェルの少なくとも一方は、前記タンパク質成分がその上に不動化される基板を保
持／維持するように構成されたバッフルを備えることを特徴とする請求項１４に記載のカ
プセル。
【請求項１６】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、それを通じて前記アンモニア前駆体が前記タン
パク質成分と接触するように流れることができる、少なくとも１つの開口部を備えること
を特徴とする請求項１４又は１５に記載のカプセル。
【請求項１７】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、表面に形成された少なくとも１つの窪んだ凹部
及び／又は少なくとも１つの突出部を備えることを特徴とする請求項１４～１６のいずれ
か一項に記載のカプセル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車（乗用車、軽量自動車等）システムにおける使用のための分解ユニッ
トを積載（ｌｏａｄ）するか、又は再積載（ｒｅｌｏａｄ）する方法及びシステムに関す
る。特に本発明は、アンモニア前駆体を、自動車に搭載された１つ若しくはいくつかの消
費ユニット（ｃｏｎｓｕｍｉｎｇ　ｕｎｉｔｓ）において、又は１つ若しくはいくつかの
消費ユニットによって使用することができる生成物（アンモニア水、アンモニアガス、又
は水素ガス）に分解する分解ユニットに関する。例えば、消費ユニットは、ＮＯｘの削減
を行うためのアンモニアを必要とする排気システムのようなアンモニアを必要とする化学
プロセスとすることができる。また、消費システムは燃料電池システム又は内燃機関とす
ることができる。
【背景技術】
【０００２】
　自動車及びトラックの排ガスへの法律は、とりわけ大気中への窒素酸化物ＮＯｘの放出
の削減を要求する。この目的を達成する１つの知られた方法は、排気管中への還元剤、通
常はアンモニアの噴射による窒素酸化物の還元を可能にするＳＣＲ（選択接触還元）法を
使用することである。このアンモニアは、別の技術を使用することによって得ることがで
きる。
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【０００３】
　１つの既知の技術は、アンモニア前駆体、例えば尿素水溶液（水に３２．５重量％の尿
素を含む共融溶液（ｅｕｔｅｃｔｉｃ　ｓｏｌｕｔｉｏｎ））の使用に基づく。一般的に
、そのような尿素溶液は、自動車に取り付けられた容器中に貯蔵される。尿素溶液は排気
管中に噴射され、ガス状のアンモニアが噴射された尿素溶液の熱分解から生じる。冷えた
状態でのエンジン始動の場合には、ＳＣＲシステムを、エンジンの始動から始めて所定の
時間間隔の終わりに作動できることが必要とされ、この所定の時間間隔は、雰囲気温度に
依存する。加熱装置が一般的に、凍結条件において凍結した尿素溶液を液化させるために
使用される。しかし、そのようにしても、十分な尿素溶液が解凍され排気管中に噴射され
る前にしばらく時間がかかる。他方で、排気管の中での堆積を回避するため、及び必要と
される化学反応を確実にするために、尿素水溶液は、排気ガスが排気管の温度を十分な温
度、典型的には１８０℃～２００℃の範囲に上げる前には、排気管の中に噴射してはなら
ない。
【０００４】
　上述の欠点を考慮して、出願人は自動車の排気ガスを浄化する２つの新しい方法を提案
した。
【０００５】
　出願人によって提案された方法は両方とも、自動車に搭載された（ｍｏｕｎｔｅｄ　ｏ
ｎ　ｂｏａｒｄ）生化学的分解ユニット内のアンモニア前駆体溶液を分解するためのタン
パク質成分（又はタンパク質配列）の使用に基づいている。
【０００６】
　より詳細には、出願人によって提案された第１の方法によれば、タンパク質成分は、ア
ンモニア前駆体溶液（例えば、尿素）のアンモニア水への加水分解（すなわち分解）に触
媒作用を及ぼすように使用される。生成されたアンモニア水は貯蔵することができ、排気
ガスの中に計量して供給することができる。そのような第１の方法は、本願出願人の名前
で、より詳細に特許文献１に開示されており、その内容は、本出願に参照によって組み込
まれている。
【０００７】
　他方で、本願出願人によって提案された第２の方法によれば、タンパク質成分は、アン
モニア前駆体溶液（例えば尿素）のアンモニアガスへの加水分解（すなわち分解）に触媒
作用を及ぼすように使用される。生成されたアンモニアガスは、固体吸収マトリックスに
導く（移送する）ことができ、そこで収着によって固体吸収マトリックス上に貯蔵される
。貯蔵されたアンモニアガスは、固体吸着マトリックスから放出することができ、さらに
排気ガスの中に計量して提供することができる。そのような第２の方法は、より詳細に本
願出願人の名前の特許文献２に開示されており、その内容は本出願に参照によって組み込
まれている。
【０００８】
　一般的に、タンパク質成分は制限された寿命を有する。そのようなタンパク質成分の使
用によって、新しい問題が浮上した。それらのうちの１つは、どのようにタンパク質成分
を積載するか、又は分解ユニット中の消費されたタンパク質成分を交換するか、というこ
とである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１３１８２９１９．４号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１２１９９２７８．８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の実施形態の目的は、実践的であるとともに迅速で確実な、自動車に搭載される
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分解ユニットを積載する又は再積載する方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、自動車システムの分解ユニットを積載するか、又は再積載する方法が
提供され、分解ユニットは、アンモニア前駆体を受け取る（すなわち、アンモニア前駆体
が分解ユニットに入ることができる）ように構成されている。自動車システムは、分解ユ
ニットと連通状態にある給油管を備える。
【００１２】
　本発明の１つの観点によれば、アンモニア前駆体を分解するように適用された少なくと
も１つのタンパク質成分を含む少なくとも１つのカプセルが、給油管を通じて導入され、
次いで給油管を通じて分解ユニットに向かって案内される。
【００１３】
　したがって、積載又は再積載の手順が提案される。より詳細には、本発明によれば、分
解ユニットの積載又は再積載は、分解ユニットが自動車に、自動車に搭載された接合部（
すなわち給油管）を介して自動車に搭載される際に行われる。本発明によれば、給油管は
分解ユニットの内部と連通する。言い換えると、液体又は物体は、分解ユニットの内側に
、給油管を介して導入することができる。本発明による給油管は、タンパク質成分を含む
カプセル（又はカートリッジ）と協働するように設けられている。より詳細には、給油管
は、そのようなカプセルを受け取り、分解ユニットに向かって輸送する／案内するように
適用される。そのようなカプセルの取り扱いは簡単かつ安全であることに留意すべきであ
る。好ましい実施形態では、カプセルは中空体とすることができる。カプセルは、給油管
の中での転動又は滑動に好適ないずれの形態を有することもできる。好都合なことに、カ
プセルはボール状、卵状、又は皿状の形状とすることができる。
【００１４】
　したがって、本発明による積載手順又は再積載手順は、単に燃料管を通じたカプセルの
導入にステップにある。一旦導入されると、カプセルは自動的に分解ユニットに向かって
案内／搬送される。好都合なことに、カプセルは重力によって分解ユニットに向かって搬
送することができる。カプセルは、給油管の中を滑動又は転動することができる。本発明
によれば、分解ユニットの解体の手動作業は、タンパク質成分の再生に対して必要とされ
ない。したがって、本発明による積載又は再積載手順は簡単であり、迅速かつ安全である
。
【００１５】
　特定の実施形態では、アンモニア前駆体はアンモニア前駆体溶液であり、好ましくは尿
素水溶液である。
【００１６】
　「尿素溶液」との用語は、いずれかの、一般的に尿素を含有する水溶液を意味すると理
解される。本発明は、水／尿素の共融溶液によって良好な結果を与え、水／尿素の共融溶
液に対しては品質標準がある。例えば、ＩＳＯ２２２４１によれば、ＡｄＢｌｕｅ（登録
商標）溶液（尿素の市販溶液）の場合には、尿素含有量は３１．８重量％～３３．２重量
％（すなわち３２．５±０．７重量％）であり、したがってアンモニアの使用可能な量は
、１８．０～１８．８％である。また、本発明は、これもまた水溶液であり、商品名Ｄｅ
ｎｏｘｉｕｍ商標の下で販売されている尿素／アンモニアギ酸塩混合物に適用することも
でき、そのうちの組成の１つ（Ｄｅｎｏｘｉｕｍ－３０）は、ＡｄＢｌｕｅ（登録商標）
溶液と同等のアンモニアの量を含む。後者は－３０℃からしか凍結しない（－１１℃とは
対照的に）という利点を有するが、ギ酸の生じ得る放出に関連する腐食の問題という欠点
を有する。本発明はまた、グアニジンギ酸塩に適用することもできる。本発明は、水／尿
素の共融溶液において特に有利であり、水／尿素の共融溶液はガソリンスタンドにおいて
広く入手可能である。
【００１７】
　好都合なことに、本発明による自動車システムは、アンモニア前駆体の貯蔵のための容
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器（例えば、尿素タンク）を備える。
【００１８】
　好都合なことに、分解ユニットは、少なくとも部分的に容器の内側及び／又はアンモニ
ア前駆体を含む容器の壁に配置されている。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、分解ユニットはアンモニア前駆体を含む容器の内
側に全体的に配置されている。したがって、分解ユニットの漏れが生じた場合には、アン
モニア前駆体の生化学的な分解から生じる生成物（例えばアンモニア水）を、アンモニア
前駆体（例えば尿素）を含む容器の中に閉じ込めることができるので、システムの安全性
が増加する。
【００２０】
　特定の実施形態では、給油管は、一部が容器の外側にあり、他の部分が容器の内側にあ
る状態で容器の壁に取り付けられており、容器の内側の給油管の部分が分解ユニットに接
続されている。
【００２１】
　給油管の断面は、円形状、楕円形状、又は長方形状のようないずれかの形状を有するこ
とができる。
【００２２】
　第１の実施形態によれば、給油管は一体に成形されたプラスティックからなる。
【００２３】
　例えば、給油管は一体にブロー成形することができ、孔をタンク（すなわち容器）の内
側に導入される給油管の部分に沿ってドリル穴あけすることができ、これは、例えばブロ
ー成形プロセス中に針によって、又は成形プロセスの後にドリルで穴あけすることによっ
て行うことができる。給油管は次いでタンクに開けられた孔の中に部分的に挿入され、種
々の方法で取り付けられる。例えば、給油管はタンクの壁の高さにおいて拡幅された部分
を有することができ、タンクに直接的に溶着することを可能にするか、又は媒介部品によ
って固定することを可能にする。
【００２４】
　第２の実施形態によれば、給油管は、組み立てられる幾つかの部品から成ることができ
る。例えば、給油管を、相互に接続された２つの管（すなわち中空管）から構成すること
ができる。この第２の実施形態によれば、容器の外側の管は剛体とすることができ、容器
の内側の管は柔軟にすることができる。これは組立を容易にすることができる。
【００２５】
　２つの部品の使用は、より大きな設計の自由度を与える。例えば、容器の内側の管は、
射出成形若しくはブロー成形、又はより適切な何かで成形することができるが、容器の外
側の管はブロー成形される。
【００２６】
　特定の実施形態では、本発明による自動車システムは、自動車の外部からアクセスする
ことができる開口部と、この開口部と連通状態にある一端及び容器と連通状態にある他端
を有する尿素補給管と、を備える補給インターフェースを備えることができる。
【００２７】
　特定の実施形態では、本発明による自動車システムは、２つの異なる給油管、すなわち
容器に至る既存の従来の尿素補給管と、分解ユニットに至る本発明による給油管と、を備
えることができる。
【００２８】
　好ましい実施形態では、本発明による自動車システムは、容器に至る既存の従来の尿素
補給管と、容器の内側の延長管と、を備えることができる。延長管は、尿素補給管に接続
された第１端部と、分解ユニットに接続された第２端部と、を有する。したがって、本発
明による給油管は、既存の従来の尿素補給管と延長管との組み合わせによって形成するこ
とができる。好都合なことに、この実施形態では、カプセルは、補給インターフェースの
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開口部に挿入することができ、次いで尿素補給管と延長管とを通じて分解ユニットに向か
って案内される。例えば、延長管を、容器に開けられた孔に挿入することができ、延長管
の先端を、次いで分解ユニットの孔の中にさらに挿入することができ、それによって酵素
の適切な位置付け／案内（ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ／ｇｕｉｄａｎｃｅ）を確実にするこ
とができる。延長管の位置は、容器の孔の高さにおける肩部の存在によって正確にするこ
とができる。尿素補給管は、次いで容器に溶着することができる。例えば、尿素補給管は
、溶着経路の高さで拡幅部（大きな直径）に合致させることができ、延長管の肩部の上に
溶着することを可能にする。
【００２９】
　好ましい実施形態では、本発明による自動車システムは、アンモニア前駆体及びタンパ
ク質成分を含むカプセルの両方を（同時に、又は選択的に）受け取り、搬送するように適
合された単一の給油管を備えることができる。この目的のために、容器の内側の給油管の
部分は少なくとも１つの貫通孔を備え、この貫通孔はアンモニア前駆体が容器の中を流れ
るのを可能にするようにサイズを決められている。好都合なことに、カプセルのサイズは
、前記貫通孔のサイズより大きい。
【００３０】
　したがって、本発明による給油管は、タンパク質成分を有する分解ユニットを積載又は
再積載するため、及び容器の内側のタンパク質成分（すなわちカプセル）の進入を回避し
つつ、アンモニア前駆体で容器を充填するために使用することができる。
【００３１】
　幾つかの状況、例えば自動車が傾斜のある位置に駐車されるときには、導入されたカプ
セルは給油管のどこかで停止するか、詰まってしまう場合がある。好都合なことに、本発
明の方法は、アンモニア前駆体（例えば尿素）を、給油管を通じて導入するステップを備
え、それによって導入されたカプセルを分解ユニットに向かって及び／又は分解ユニット
の内側に押す。したがって、給油管中のアンモニア前駆体の流れがカプセルを、分解ユニ
ットに向かって及び／又は分解ユニットに進入するように動かす。導入されたアンモニア
前駆体の一部分は、分解ユニットの中に貯蔵することができ、導入されたアンモニア前駆
体の残りは給油管の貫通孔を介して容器の中を流れることができる。好都合なことに、貫
通孔は、スピットバック（ｓｐｉｔ－ｂａｃｋ）の問題を回避するようにサイズを決めら
れる。
【００３２】
　本発明によるカプセルは、例えば大きな又は小さな比重（ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｍａｓｓ
）を有する材料を使用することによって、分解ユニットの中に存在する液体中で浮くか又
は沈むかするように、設計することができる。移動する液体（すなわち、導入されたアン
モニア前駆体）の流体力、給油管の浮力及び反力、ならびに最終的な逆止弁の使用（例え
ば、カプセルを一方向のみに流すフラッパドア）のおかげで、カプセルを、分解ユニット
が最も良好に配置される、容器の中のいずれの場所（例えば、容器の底部、又は容器の最
上部、又は１つの側部に沿って）にも流すことができる。
【００３３】
　特定の実施形態では、本発明によるカプセルは２つの半体シェルから成り、これら半体
シェルは、組み立てられる２つの別々の部品として製造される。例えば、シェルはプラス
ティックを射出成型することによって、又はプラスティックを圧縮成形することによって
作ることができる。プラスティックはＨＤＰＥとすることができ；代替的にポリアセター
ルであってもよく、特にＰＯＭ（ポリオキシメチレン）；ポリフタルアミド（ｐｏｌｙｐ
ｈｔａｌａｍｉｄｅ）；ポリアミド（例えばナイロン－６，６）；又はポリビニルアルコ
ールとすることができる。
【００３４】
　代替的な実施形態において、シェル、又はカプセル全体を、分解可能な（又は生分解可
能な）材料から作ることができる。特に、セルロースベースの材料を使用することができ
る。したがって、所定の時間の後に、カプセルは自動的に分解して分解ユニットの中に空
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間を作ることができる。
【００３５】
　代替的な実施形態では、カプセルを、タンパク質成分を含む、ｐＨ及びイオンに対して
強い応答性を有するポリマで充填することができる。例えば、ポリメタクリル酸‐エチレ
ングリコールヒドロゲルのグラフトコポリマ、又はｐＨが増加するにつれて膨張するいず
れかの他のポリマヒドロゲル。
【００３６】
　代替的な実施形態において、シェルはｐＨ応答性の材料から作ることができる。尿素溶
液と接触すると、カプセルは膨張し、酵素を放散し、徐々に分解する。
【００３７】
本発明によるカプセルは、化学反応に触媒作用を及ぼす１つ又はいくつかのタンパク質成
分を貯蔵することができる。より詳細には、アンモニア前駆体がアンモニア前駆体溶液で
ある特定の場合には、タンパク質成分は、アンモニア前駆体溶液（例えば尿素）のアンモ
ニア水又はアンモニアガスへの加水分解（すなわち分解）に触媒作用を及ぼすように適用
される。
【００３８】
　好都合なことに、タンパク質成分は少なくとも１つの酵素を備える。特に、熱安定性の
酵素が適切である。好ましい実施形態では、カプセルはウレアーゼを貯蔵することができ
る。
【００３９】
　好都合なことに、シェルの少なくとも一方はバッフルを備える。これらバッフルは、タ
ンパク質成分がその上に不動化される基板を保持／維持するように構成される。例えば、
タンパク質成分は、ポリアミド基板上に不動化させることができる。特定の実施形態では
、両方のシェルを射出成形によって作り、上述のバッフルを（シェルと一体に成形するよ
うに）一体化する。
【００４０】
　特定の実施形態では、シェルのうちの少なくとも一方は少なくとも１つの開口部（ｏｒ
ｉｆｉｃｅ）を備え、該開口部を通じてアンモニア前駆体がタンパク質成分と接触するよ
うに流れることができる。したがって、アンモニア前駆体の分解が、タンパク質成分（例
えばウレアーゼ）が活性化されるときに生じ得る。好都合なことに、分解ユニットには、
タンパク質成分を熱的に活性させるように適用された加熱器が設けられている。そのよう
な加熱器は、酵素又はタンパク質の望ましい活動のために最適な温度を提供することがで
きる。例えば、加熱器は、分解ユニット内を２０℃～７０℃の範囲の温度に維持するよう
に構成することができる。加熱器は、分解ユニット内の温度を上げるように制御するか、
又は分解ユニット内の温度を下げるように制御することができる。特定の実施形態におい
て、加熱器は、転換が必要であるときにタンパク質成分の活性化に対応する少なくとも１
つの前以て決められた温度範囲内及び少なくともタンパク質成分の保存に対応する他の前
以て決められた温度範囲内で作動するように構成され、それによってタンパク質成分の寿
命を延長させる。
【００４１】
　アンモニア前駆体の生化学的分解から生じる生成物（例えば、アンモニア水）は、カプ
セルから開口部を通じて流出することができ、それによって分解ユニットの中又は分解ユ
ニットの下流のバッファの中に貯蔵することができる。
【００４２】
　好都合なことに、シェルの少なくとも一方は、シェルの表面に形成された少なくとも１
つの窪んだ凹部及び／又は少なくとも１つの突出する部分を備える。例えば、カプセルは
、その外面に形成されたキャビティ又はリブを備えることができる。そのようなキャビテ
ィ又はリブは、アンモニア前駆体溶液の流れから生じる力を増加させ、カプセルの分解ユ
ニットへの移動に有利に働く。
【００４３】
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　また、本発明は、上述したような方法を適用するための自動車システムにも関し、この
システムは、
‐アンモニア前駆体を分解するための分解ユニットであって、この分解ユニットは、アン
モニア前駆体を受け取るとともに、アンモニア前駆体を分解するように適用された少なく
とも１つのタンパク質成分を含む少なくとも１つのカプセルを受け取るように構成されて
いる、分解ユニットと、
‐分解ユニットと連通状態にある給油管であって、この給油管は、カプセルを受け取り、
分解ユニットに向かって案内するように構成されている、給油管と、
を備えている。
【００４４】
　好ましい実施形態では、分解ユニットは入口を備え、この入口を通じてアンモニア前駆
体溶液が進入できる。
【００４５】
　好都合な実施形態では、分解ユニットは、カプセルに貯蔵されたタンパク質成分を活性
化するように適用された少なくとも１つの加熱器を備える。
【００４６】
　本発明の特定の実施形態によれば、本願出願人による特許文献２に開示されているよう
に、分解ユニットは少なくとも１つの相変化物質を備えることができ、特許文献２の内容
は、本出願に参照によって組み込まれる。
【００４７】
　好都合な実施形態では、自動車システムは、アンモニア前駆体溶液と、アンモニア前駆
体の生化学的分解から生じる生成物（例えば、アンモニア水）と、を交互の態様で、ポン
プでくみ出し、給油管を介して消費装置に搬送するように構成された１つのポンプを備え
る。
【００４８】
　例えば、ポンプはアンモニア前駆体溶液及び／又はアンモニア前駆体の生化学的分解か
ら生じる生成物を、噴射装置、燃焼機関、又は燃料電池のような、自動車に搭載されてい
る１つ若しくはいくつかのアンモニア消費ユニットに供給することができる。
【００４９】
　好都合な実施形態では、自動車システムは複数の（すなわち少なくとも２つの）分解ユ
ニットを備える。例えば、自動車システムは並行して取り付けられ、前以て決められた供
給／生産の計画に従って協働する２つの分解ユニットを備えることができる。例えば、次
の自動車の冷えた状態での始動のために、一方のユニットがアンモニア水を供給するため
に使用され、他方のユニットはアンモニア水を（アンモニア前駆体を分解することによっ
て）生産するために使用される。別の例では、両方のユニットが同期され、すなわち両方
のユニットが同時にアンモニア水を供給し、同時にアンモニア水を生産する。
【００５０】
　本発明は、添付の図１～８を利用して、以下に例によって限定しない方法で示される。
これら図面において、同一の若しくは同様の装置には同一の参照符号が振られている。
【００５１】
　後述の例において、自動車システムはＳＣＲシステムであり、消費ユニットは噴射装置
である。勿論、他の用途においては、消費ユニットは燃料電池システムの燃料電池又は自
動車の内燃機関とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の第１の特定の実施形態によるＳＣＲシステムの図である。
【図２】本発明の第２の特定の実施形態によるＳＣＲシステムの図である。
【図３】本発明の第１の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
【図４】本発明の第１の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
【図５】本発明の第２の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
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【図６】本発明の第２の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
【図７】本発明の第３の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
【図８】表面にキャビティを有するカプセルの断面図の別の例である。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　図１は、本発明の第１の特定の実施形態によるＳＣＲシステムの図である。
【００５４】
　図１の例に示されているように、システムは、
‐アンモニア前駆体溶液の貯蔵のための容器（すなわちタンク）［１］、
‐タンク［１］の内側に配置された分解ユニット［２］、及び
‐タンク［１］及び分解ユニット［２］と連通状態にある燃料管［７］、
を備える。
【００５５】
　特定の実施形態において、タンク［１］は尿素水溶液、例えばＡｄＢｌｕｅ（登録商標
）溶液（尿素の市販溶液）を貯蔵する。
【００５６】
　図１の例において、分解ユニット［２］は、タンパク質成分又はタンパク質配列を含む
カプセル［３］を備えることができる。そのようなタンパク質成分は生物学的作用物質と
して作用する。タンパク質成分は、タンク［１］に貯蔵されている尿素を分解するように
適用される。より詳細には、カプセル［３］に貯蔵されたタンパク質成分は、尿素を、例
えばアンモニア溶液（すなわちアンモニア水）に転換するように適用される。例えば、ウ
レアーゼのような酵素を、尿素を分解するために使用することができる。勿論、他の好適
なタンパク質配列を使用することができる。好都合なことに、カプセル［３］それぞれは
、燃料管［７］を通じて導入される。一旦導入されると、カプセルは自動的に分解ユニッ
ト［２］に向かって案内／搬送される。好都合なことに、カプセルは、矢印によって示さ
れている方向に、滑り落ちるか、転がり落ちることができる。図１の例では、燃料管［７
］は一体型中空管である。燃料管［７］は、容器の外側の部分［７１］と容器の内側の部
分［７２］とを備える。容器の内側の部分［７２］は、貫通孔［９］を備える。好都合な
ことに、カプセルのサイズは貫通孔のサイズより大きい。したがって、カプセルは貫通孔
を通過できず、タンク［１］の内側に落下できない。貫通孔［９］は、（燃料管［７］を
通じて導入された）尿素がタンク［１］の内側を流れることができるようにサイズを決め
られている。好都合なことに、カプセル［３］の分解ユニット［２］への移動は、尿素が
補充される際に、尿素の動きによって助けることができる。
【００５７】
　図示されているように、分解ユニット［２］は、カプセル［３］中に貯蔵されているタ
ンパク質成分を熱的に活性化するように設けられた加熱器［４］を備える。
例えば、加熱器［４］は、尿素溶液のアンモニア水への分解を開始するように活性化され
る。好都合なことに、加熱器［４］はまた、尿素溶液を解凍するか、又はアンモニア溶液
を加熱するために使用することもでき、それによって排気管中における気化を増進する（
特に、低温でエンジンをかけられる（すなわちエンジンを始動される）自動車のために）
。
【００５８】
　また、システムはポンプ［６］をも備える。このポンプ［６］は、尿素又はアンモニア
水（すなわち、分解から結果的に得られた生成物）を、供給管（５）を介して（図示され
ていない）噴射装置に搬送するように構成されている。噴射装置は、ＮＯｘの除去のため
に、尿素又はアンモニア水を排気ガス中に噴射する。図１の例においては、ポンプ［６］
は、分解ユニット［２］の内側に配置された吸引ポイントに接続されている。例えば、低
温条件において、自動車の始動時に、（タンク［１］に貯蔵された）尿素溶液が、それが
凍結しているので使用できない場合、又は排気温度が１２０～１８０℃の範囲にある場合
には、分解ユニット［２］に貯蔵されているアンモニア水がポンプ［６］によって吸引さ
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れ、排気ガス中に噴射される。タンク［１］中の尿素溶液の解凍に関連する時間の経過後
、及び／又は排気の温度が所定の値、例えば１８０℃より高いときにはいつでも、（入り
口［８］を介して）入り、ユニット［２］を貫流する（液体状態の）尿素溶液は、ポンプ
［６］によって吸引されて、排気ガス中に噴射される。
【００５９】
　図２は、本発明の第２の特定の実施形態によるＳＣＲシステムの図である。
【００６０】
　図２のシステムは、以下の要素（すでに図１に関連して上述されている）を備える。
‐容器（すなわちタンク）［１］；
‐分解ユニット［２］；
‐生物学的作用物質（例えばウレアーゼ）を含有するカプセル［３］；
‐加熱器［４］；
‐ポンプ［６］；及び
‐燃料管［７］
【００６１】
　図２の例において、燃料管［７］は外部管［７３］と、内部管［７４］と、からなる。
外部管［７３］は、タンク［１］に接続されている。内部管［７４］は、外部管［７３］
に接続された第１端部と、分解ユニット［２］に接続された第２端部と、を有する。
【００６２】
　図３及び４は、本発明の第１の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。
【００６３】
　図３の例において、カプセルはボール状の形状である。例えば、カプセルに貯蔵された
タンパク質成分はウレアーゼであり得る。好都合なことに、ウレアーゼはポリアミド基板
上に不動化することができ、カプセルの内側で小さいバッフル［３０２］に固定すること
ができる。カプセル［３］及びバッフル［３０２］は、ポリアミドから作られ、不動化さ
れたウレアーゼをバッフル［３０２］に取り付けることができる。カプセルの壁の穴［３
０３］は、アンモニア前駆体溶液（例えば尿素）が、カプセルに入ることを可能にし、そ
れによって化学的転換プロセスが生じ得る。
【００６４】
　図４は、カプセル［３］がどのように作られるのかを示す。この例では、カプセルは２
つのシェル［３１］及び［３２］を備え、これらシェルは射出成型されており、クリップ
留めによって一緒に接合されている。
【００６５】
　ボール（すなわちカプセル）は、燃料管［７］の最も小さい断面に適合する直径を有し
、典型的には、３～２４ｍｍである。５～１８ｍｍの直径が好ましい。ボール［３］の両
シェルは、タンパク質成分［３０１］及びバッフル［３０２］を含むことができる。
【００６６】
　図５及び図６は、本発明の第２の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。この
例では、カプセルはタンパク質成分で完全に充填されており、ポリマの支持体中に不動化
されている。
【００６７】
　タンパク質成分の活動の終わりには、ボールは、従来の開口部又は排出手段を通じて取
り除くことができる。しかし、好ましい実施形態は、ボールを分解ユニット［２］の中に
残すことである。この目的のために、分解ユニット［２］のサイズを、自動車の寿命全体
を対象にするのに必要な量のカプセルを含むのに十分な空間が使用できるように決めるこ
とができる。
【００６８】
　代替的な実施形態は、分解可能な（若しくは生分解可能な）材料をカプセルのため、及
びタンパク質成分又はタンパク質配列のために使用することである。例えば、セルロース
ベースの材料を使用することができる。このように、タンパク質成分の活動継続期間に対
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］から取り除かれる（すなわち崩壊される）。
【００６９】
　特定の実施形態では、カプセル［３］のシェルは、噴射されるのではなく圧搾すること
ができる。
【００７０】
　代替的な実施形態は、カプセルに、及びタンパク質成分又はタンパク質配列を不動化す
るために、ｐＨ応答性の材料を使用することである。例えば、ｐＨ応答性のヒドロゲルを
使用することができる。このようにして、尿素溶液と接触してカプセルは膨張し、酵素を
放散し、徐々に崩壊する。
【００７１】
　図７は、本発明の第３の特定の実施形態によるカプセルの断面図である。図示するよう
に、カプセルの分解ユニットへの移動に有利に働くように、カプセルは、例えばカプセル
表面にキャビティ［３０４］を形成することによって、アンモニア前駆体溶液の流れから
生じる力を増加させるように設計することができる。
【００７２】
　図８は、表面にキャビティ［３０４］を有するカプセルの断面図の別の例である。この
例では、カプセルはタンパク質成分で完全に充填されており、ポリマの支持体中に不動化
されている。
【００７３】
　特定の実施形態では、システムは２つ以上の分解ユニットを備えることができる。特定
の実施形態では、システムは専用の給油管を分解ユニットそれぞれに対して備えることが
できる。また別の実施形態では、システムは、１つの外部給油管と、複数の内部油管と、
を備えることができ、これら給油管のそれぞれは分解ユニットに接続されている。後者の
場合には、制御可能なスイッチ又はマルチプレクサー回路を、外部給油管と、複数の内部
給油管と、の間に取り付けることができる。スイッチは、所定の内部管を外部給油管に接
続し、連通させることができる。
【符号の説明】
【００７４】
２　　　　　分解ユニット
７　　　　　給油管
３　　　　　カプセル
１　　　　　容器
７１、７３　容器の外側の一方の部分
７２、７４　容器の内側の他方の部分
９　　　　　貫通孔
３０２　　　バッフル
３０３　　　開口部
３０４　　　凹部
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